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暹弱． ’口名田〈和多田）○ 維りにこの小文を

雷井誓今泉壷。｜蟇繰(太田義・報告するに縦,材
乘谷’八村○

料の提供をいた蟹い
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た各位に厚く御覗申

これらの点から考察すると，高橋奨博士の説はおし上げる。

Lむね該當するようであるが，範函が狭く氣温変文献

化が少いため断定はできない。漉塗干尚博士の夏’）この学名は湯浅啓温氏の熱河省昆虫類VI－輔翅

季平均気温説は最高最低氣温の平均を用いたか， 目（1）てんとうむlff(1936)の報文によった。

,0時観測の平均を用いたかはっきりしないが，102）5）輻井縣管内気象統計黄料（1897～1937〕・
時観測の平均氣温6)によって調ぺると，2，℃線は3〕高橋奨:関東地方に於ける二十八星罰虫及大二十

・八星瓢虫の分布・病虫害雑誌・第12巻,第10号,第年季均氣渦16℃線以内にはいりかえって一致しな
11号。、

い。

4＞渡辺干尚；オウニジウヤホシテントウの分布南限

これを要するに分布限界を論ずるには，自然界の指標としての夏季平均氣協日本昆虫学会第
分布の調査に6桁して棲息可能温度の実験も必要9回大会謬演要旨（血9〕、

とするので は な か ろ う か ｡．。畷3井縣立鱒I噴駿場〕
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]ZATSUMUBAはﾘﾝゴの梢端部の撤葉に寄生し
て葉を縦に細く捲くので一名葉捲甥虫とも穂して
居る｡、

長野縣に於ては至る虎に分流し，其Q被害程度
ば華果の品睡によって異り，デリシヤス，スクー

キング，ゴールデンデウシヤス，覗等は特に被害
砿だしく，圃光，紅玉，印庇等に於ては獺に捲葉
を見る程度である。砥年硫酸ニコチンの不足によ
り被害多ぃ品種を栽培して居る儲業者は大害と受
け，廃園の悲運に遡識登る果樹園も紗くない。或
は比較的被害歩き品種との改植を余儀なくされた

事実も見のがすことば出來ない。

卵態で冬期枝梢上に越年し，翌年4月_上，中旬

頃孵化した甥虫即ち幹母は仔虫を胎生し，其の仔

虫ば7～10日位で親になり,箪性生殖で胎生する。

この様にして10月初頃まで1噸世代胎生繁殖を繼

,綾する。’0月中旬頃に至れぼ有翅の雌雄を生じ､
次の親は枝梢下の芽の附近に越年卵を産下去る。
有翅胎生雌虫の体長は1.5rmn内外で，黒色長卵

,航である。頭部は黒色，複眼は黒色に近き磯職色
で顯著であり，3個の軍眼は周縁赤色味を帯び黒

色の鯛角は6節より蓼って居る｡
本虫ば松村松年博士の命名で，西谷順一氏（19

27）の加害状況に関する報告，堀松次氏（1937,
1940），高橋奨氏（193]‘），進士識平氏（1944）
等の研究報告がある。

防除法に就いてば発芽前市販機識油乳剤20~26
倍液に硫酸ニコチンを加用し,，發芽當時から2～3

回硫酸ニコチン漉ネオトン液，除虫菊石鹸液等
と撒布する事に依り之が被害の予防駆除すること
の出來得るは既でに中山昌之助氏(,9棚が,J
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昭和26年12月より同24年1月，2月に亘り降雪通
極め工少く，昭和24年は大發生を見た。参考のた

め，長野市中御所町長野縣立農事試験場の綴測に

撒き,昭池3年'2月より同24年5月迄の越冬刈
發生初期に於ける2.3の気象要素を旬別に数字を

もって表示すれば次の如くである。

ンゴ栽培と病害虫(p､158)に記誠され一睡解決さ

れて居るのであるが，前記せる如く本虫の駆除に

適切なる農藥の不足と,DDT及びBHOの新農

薬の登上によって，之等薬剤と硫酸ニコチンとの

効力比較試験を行ったので，その成繊を報告す

る。
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備考:(A)ー昭和23年12月より同24年5月迄(B)一平年（六正12～昭和'17年迄の20ケ年〕

第’表の如く平年に比し昭和24年度は暖冬であ 桶要

ったムあ，リンゴコプアプラムシの越冬卵も多か 此の成繊に擦って見れば

つたのみでなくj卿上も早く特に芋果の發芽力刺年1)BHC5%水和剤10匁加用硫黄合翻臘布区が

に比し早く孵化幼虫が直ちに寄生し得たので被害被害枝数,捲葉数歩合が最も少<，効果が充
が例年より甚しかった。特にスターキング，デリ 分であった。硫酸ニコチン石鹸液が之に次い

シヤズ，ゴールデンヂリシ:ヤス，祀等は多少に拘で勧果が有った。
『

らず例年發生するが，昭和型年度に於ては國光，紅2)DDT20%乳鯏2勺加用硫黄合矧は効果が充
玉，印度等にも發生し，捲葉せるものを認めた。分でなかった。、

然し從來使用されて居た硫酸＝コチンが充分無か 8）硫酸ニコチン1勺加月j硫黄合剤bBHCO.5%

ったムめ駆除は困難であ．つた。故にDDT,BIH0_、粉撒布区は被害桟敷捲葉数歩合は少いが1葉．

或はそわ他の製矧等が本虫の躯除に如何な負効果徴寄生虫数は多かった。
が有るかを明かにするため，發生被害中のゴール4）長岡曲C3%乳剤2勺加用硫黄合剤，ハイビ
デンデリシヤス'咋生樹園約2反歩に樹勢均一厳レス3勺加用硫黄合謝撒布区はBHC水和鋤
のが見られたのぞ，防除試験を行った。 撒布区に次いで効果が有った。
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’5）此の様に,BHCは硫酸

＝コチンに比してリンゴ

コプァブラ公シに對して

は効果が同等'以'上であ

り，硫酸＝コチンに代る

に何等遜色無いことは明

らかである。尚価格の点

でもBHCは硫酸ニコチ

ンよりもはるかに安価で

．ある。

'.6)DDTIXBHCや硫酸ニ

コチンに比べて効果が少

い◎

7）捻葉性野虫にはBHCJE
1硫酸ニコ･チンの様に殺虫

成分が揮發して，捲葉中
まで瓦斯状態で侵入し，

氣門よりの侵入効果の多
いことが必要であろう。
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供試樹各区2樹宛，供試品種ゴ･一ルデンデリシヤス。

供諭馴撒布月日6月5日，6月15日の2回。
掻怖量端捲り1.5斗宛。自
供試剤溌度石灰硫黄合割ば80倍稀釈液，石鹸液は水1斗へ10匁

加用，ハイピレスはBHor3%,ピレトリ､ン0.5%含有のものを使用，

BHC粉は1樹当40匁撒粉す。
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